












平成23年4月1日発行







お
か
げ
の
国
を

ぐ
ろ
う
！

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩
―
―
「
お
か
げ
の
国
」。

川
辺
に
、岬
に
、み
ど
り
の
森
に
、

お
伊
勢
さ
ん
百
二
十
五
社
が
た
た
ず
む
と
こ
ろ
。

照
る
日
も
降
る
日
も
、

お
か
げ
参
り
で
訪
れ
た
旅
び
と
を
迎
え
て
き
た
町
で
す
。

今
回
は
、二
見
浦
と
斎
宮
周
辺
を
ご
案
内
し
ま
す
。

12
回
シ
リ
ー
ズ二

見
め
ぐ
り

お
花
見
、夏
至
…
…
太
陽
輝
く
季
節
に

ぐ
る
り
海
辺
の
町
を
歩
く

12
・
８
キ
ロ

ス
タ
ー
ト

三
重
交
通
汐
合
バ
ス
停

ゴ
ー
ル

三
重
交
通
池
の
浦
バ
ス
停

のそ

五

ふたみのうら

まつした

伊勢・安土
桃山文化村

引舟橋

サッカー場

42

42

二見JCT

荘

松下

江

岩
場
あ
り

海
沿
い
に
歩
く

湿地へでたら
海の方へ。
堤防の階段を
のぼり右へ。

海岸を
横切る細い林道を

道なりに進む

歩道橋を渡る

レストハウス

池の浦海水浴場
小屋

車両通抜け不可

伊勢二見鳥羽ライン

信号の1本手前で曲がる
行きすぎないよう注意

松下社・大楠
池

神前岬
 （灯台）神前海岸

夫婦岩

太江寺

高城神社

松林

西農業研修
センター
大楠

御塩浜

汐合バス停

汐合大橋

汐合橋

伊
勢
へ

Ｒ
23
へ

案内板

御塩焼所
御塩汲入所

交番
観光案内所

二見浦海水浴場

マコンデ
美術館

伊勢パール
センター

民話の駅蘇民

二見興玉神社

二見シーパラダイス

賓日館

鳥
羽
へ

ホ
テ
ル
海
の
蝶

五十鈴
川派川

五
　十
　　鈴
　　　川

歩
道
あ
り 堤防沿いの道

せまい

三津

光の街

山田原

今一色

溝口 稲生神社

朝汐橋

県営サンアリーナ

左手に松林を
眺めながら歩く

二見しょうぶロマンの森

●
●

●

●
●

●

集落のいりくんだ路地

土の道、石段
をのぼる

車両通り抜け不可

赤福

神宮御園
JR参宮

線

西

朝日館

ふれあい
プラザ

P 二見プラザ

猿
田
彦
石

伊 勢 湾

❷堅田神社
❹神前神社

❼
粟
皇
子
神
社

❸江神社

●❶御塩殿神社
❺許母利神
❻荒前神社

0 500m 1km

江の橋

池の浦バス停

花房志摩
守護恩碑

42

ゴール

スタート

※ルートは歩いて巡拝することを前提としています。
　車が通行できない道も一部ありますので、ご注意ください。

公園

正宮（しょうぐう）	 2社

別宮（べつぐう）	 14社

摂社（せっしゃ）	 43社

末社（まっしゃ）	 24社

所管社（しょかんしゃ）	42社

天照大神をまつる皇大神宮
（内宮）と、豊受大神をまつ
る豊受大神宮（外宮）。

正宮の｢わけみや｣ の意味を
もち、正宮と関わりの深い神
をまつる格の高いお宮。式年 
遷宮も正宮に続いて行われ
る。

927年の『延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

』
に所載されている神社。

804年の『延
えん

暦
りゃく

儀
ぎ

式
しき

帳
ちょう

』に
記載されている神社。

正宮や別宮に関わり、水や
酒、米、塩、麻、絹など衣食
住をつかさどる神々が多くま
つられている。

お伊勢さん
125社とは

め

10平成23年4月1日発行

宮
御み

園そ
の

が
あ
る（
一
般
の
見
学
は
不
可
）。

こ
こ
か
ら
五
十
鈴
川
に
沿
っ
て
約
五
百

㍍
余
り
河
口
へ
と
歩
き
、
神
宮
御
料
の

塩
田
・
御み

塩し
お

浜
を
め
ざ
す
。
毎
年
夏
の

土
用
の
頃
に
、
御
塩
浜
へ
海
水
を
引
き

入
れ
、
濃
い
塩
水
「
鹹か

ん

水す
い

」
を
作
る
採

鹹
作
業
が
一
週
間
ほ
ど
行
な
わ
れ
る
。

　

御
塩
浜
よ
り
東
に
向
か
う
と
松
林
の

海
岸
そ
ば
に
御み

塩し
お

殿ど
の

神

社
の
森
が
見
え
る
。
御

塩
殿
に
鎮
ま
る
神
は
別

名
「
塩し

お

土つ
ち
の

翁お
き
な

」
と
い
わ

れ
る
。
参
道
正
面
に
御

塩
殿
、
左
手
に
御
塩
殿

神
社
が
建
ち
、
裏
手
へ

ま
わ
る
と
、
天て

ん

地ち

根こ
ん

元げ
ん

造つ
く
り

の
御
塩
焼
所
・
御
塩

汲
入
所
が
並
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
塩
づ
く
り
の
作

業
が
行
わ
れ
る
。
海
岸

へ
出
る
と
明
治
十
五
年
、

海
水
浴
発
祥
の
地
と
し

て
公
認
さ
れ
た
由
緒
あ

る
二
見
浦
海
水
浴
場
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

再
び
町
中
を
歩
き
、
堅か

た

田だ

神
社
を
め

ざ
す
。
昔
、
こ
の
辺
り
で
製
塩
が
行
わ

れ
、
佐さ

見み

都つ

日ひ

女め
の

命み
こ
と

が
倭
姫
命
に
堅
塩

を
た
て
ま
つ
っ
た
と
伝
わ
る
。

　

そ
し
て
風
情
あ
る
木
造
旅
館
や
土
産

物
店
が
並
ぶ
夫
婦
岩
表
参
道
へ
。
威
風

堂
々
た
る
佇
ま
い
の
「
賓ひ

ん

日じ
つ

館か
ん

」
が
目

を
惹
く
。
か
つ
て
の
貴
賓
の
宿
で
は
、

資
料
展
示
や
企
画
展
が
行
わ
れ
、
館
内

と
庭
園
が
見
学
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
夫

婦
岩
の
あ
る
二
見
興
玉
神
社
は
近
い
。

夫
婦
岩
は
日
の
大
神（
太
陽
）と
興
玉
神

石
を
拝
む
た
め
の
鳥
居
の
役
目
を
果
た

し
、
夏
至
の
前
後
約
一
ヵ
月
、
二
つ
の

岩
の
間
か
ら
御
来
光
が
拝
め
る
。

　

夫
婦
岩
を
眺
め
、
海
岸
沿
い
を
進
み
、

二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
経
て
、
江
地

区
の
集
落
へ
。
太
江
寺
の
前
を
通
り
、

江え

神
社
へ
と
向
か
う
。
江
と
は
五
十
鈴

川
河
口
で
入
江
に
な
っ
て
い
る
た
め
名

付
け
ら
れ
た
。
次
は
小
高
い
山
の
上
に

あ
る
神こ

う

前ざ
き

神
社
へ
。
麓
か
ら
頂
上
ま
で

約
二
百
六
十
段
あ
る
石
段
を
上
る
。
許こ

母も

利り

神
社
と
荒あ

ら

前さ
き

神
社
が
同
座
。
参
拝

し
た
後
は
、
来
た
道
を
戻
り
、
松
下
社

と
民
話
の
駅
蘇そ

民み
ん

に
立
ち
寄
ろ
う
。
六

月
頃
に
は
、
花
菖
蒲
が
一
面
に
咲
く
名

所
で
も
あ
る
。
国
道
か
ら
林
道
へ
と
歩

き
、
海
水
浴
場
を
抜
け
る
と
粟あ

わ

皇み

子こ

神

社
に
出
る
。
祭
神
は
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

と
素す

戔さ
の

嗚お
の

尊み
こ
と

と
の
誓う

約け
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
女

神
。
別
名
「
淡あ

わ

海み

子こ

神
」
と
呼
ば
れ
、

海
岸
鎮
護
の
神
と
言
わ
れ
る
。
参
拝
後
、

旅
館
「
海
の
蝶
」
の
裏
道
か
ら
表
に
回

り
、
池
の
浦
バ
ス
停
に
向
か
う
。

❶
御
塩
殿
神
社

み
し
お
ど
の
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
所
管
社
】

祭
神
は
神
宮
御
料
の
御
塩
の
守
り
神
、
御
塩

殿
鎮
守
神
。
御
塩
浜
で
採
取
し
た
鹹
水
か
ら
、

御
料
の
御
塩
が
奉
製
さ
れ
る
。
毎
年
三
月
と

十
月
に
は
、
焼
き
固
め
て
堅か

た

塩し
お
が
作
ら
れ
る
。

❷
堅
田
神
社
か
た
だ
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

祭
神
は
土
地
の
神
、
佐
見
都
日
女
命
。
倭
姫

命
に
堅
塩
を
奉
っ
た
故
事
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
。

❸
江
神
社
え
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

祭
神
は
土
地
の
神
に
し
て
、
五
穀
守
護
の
三

柱
の
神
、
長
口
女
命
と
大
歳
御
祖
命
と
宇
加

乃
御
玉
命
。
俗
に
「
蒔
絵（
巻
江
）の
明
神
」

と
も
称
さ
れ
る
。

❹
神
前
神
社
こ
う
ざ
き
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

❺
許
母
利
神
社
こ
も
り
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
末
社
】

❻
荒
前
神
社
あ
ら
さ
き
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
末
社
】

祭
神
は
こ
の
地
方
の
土
地
の
神
、
荒
前
比
賣

命
。
２
つ
の
末
社
が
同
座
。
許
母
利
神
社
の

祭
神
は
粟
嶋
神
御
魂
、
荒
前
神
社
の
祭
神
は

荒
前
比
賣
命
。

❼
粟
皇
子
神
社
あ
わ
み
こ
じ
ん
じ
ゃ【
内
宮
摂
社
】

祭
神
は
須
佐
乃
乎
命
御
玉
道
主
命
。
別
名
、

淡
海
子
神
。
池
の
浦
の
西
岸
の
岬
に
鎮
座
し
、

海
岸
か
ら
は
飛
島
を
望
む
。
倭
姫
命
に
御
贄

を
奉
っ
た
故
事
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。

　

春
か
ら
夏
、
海
辺
の
町
・
二
見
浦
は
、

一
年
で
最
も
賑
々
し
い
季
節
と
な
る
。

夫
婦
岩
で
の
夏
至
祭
や
神
宮
の
御
塩
づ

く
り
な
ど
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
風

景
に
出
合
え
る
。
潮
騒
を
聞
き
な
が
ら
、

歩
み
を
す
す
め
て
み
よ
う
。

　

汐
合
バ
ス
停
か
ら
南
に
は
、
神
饌
と

な
る
野
菜
、
果
物
を
栽
培
し
て
い
る
神

伊
勢
志
摩
エ
リ
ア
は
神
宮
の
百
二
十
五
社
が

点
在
す
る 

〝
お
か
げ
〟
を
感
じ
る
「
お
か
げ

の
国
」。
官
民
の
組
織
「
お
か
げ
ま
い
り
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
委
員
会
」
が
、
お
か
げ
参
り
の

よ
う
な
旅
の
提
案
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

u
０
５
９
６
・
２
１
・５
５
６
５

（
事
務
局　
伊
勢
商
工
会
議
所
）

お
か
げ
の
国
と
は

御塩浜の採鹹作業は夏の風物詩。

神 し々い朝日を拝む夫婦岩。 二見しょうぶロマンの森。

瓦屋根の続く江の集落。

御塩汲入所。松林の向こうは海。

国道からすぐの堅田神社。

賓日館「御殿の間」。



機は

た

殿ど
の

・
斎さ

い

宮く

う

め
ぐ
り

斎
王
ゆ
か
り
の
地
へ

織
物
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
る

約
13
キ
ロ

ス
タ
ー
ト

近
鉄
山
田
線
漕
代
駅

ゴ
ー
ル

近
鉄
山
田
線
斎
宮
駅

のそ

六

麻続神社 栗須美神社跡

竹神社

国史跡斎宮跡休憩所
明和町観光協会

明和中

ミエミート

織殿神社

隆子女王の墓

上御糸小

新小藪橋

斎宮の
ハナショウブ
群落

斎王の森

松葉屋
GS

坂本遊園地

（斎王宮跡）

　県道鳥羽松阪線

歴史民俗
資料館

中央公民館

六
地
蔵
石
憧

須田公民館

明和町役場

機殿小

天香山神社

松阪・津へ

伊勢へ

伊勢へ

◎

伊勢小俣松阪線
（旧参宮街道）

井口中町

中海

坂本

腹太町

志貴

魚見町

六根町

佐田

馬之上

前野

稲木町

23

櫛
田
川

祓
川

松阪市

明和町

墓地
保津

製材所
横断
歩道

須賀神社

ビニール
ハウス

高木町

竹川

こいしろ

踏切注意

707

37

60

いつきのみや歴史体験館

南
藤
原
竹
川
線

伊勢へ

松阪へ
近鉄山田線

神宮土器調整所
鳥墓神社 →

この道は交通量が
多いので注意! !

東
黒
部
早
馬
瀬
線

1本目を左折

集落の中の路地

田園

正面に森と
鳥居がみえる

大淀海岸へ

竹林

529

砂
　利　　 道

集落の中
の路地

西光寺

祓川橋

斎宮歴史博物館

スタート

ゴール

祓川

デイサービスセンター
こいしろの里

目前に機殿の森を
眺めながら歩く

0 500m 1km

●
● ●
10神服織機殿神社（下機殿）

●
● ●
❶神麻続機殿神社（上機殿）

11～18末社八所

❷～❾末社八所

踏切注意

保津町

大福寺

さいくう

10分の1
史跡全体模型

※ルートは歩いて巡拝することを前提としています。
車が通行できない道も一部ありますので、ご注意ください。
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櫛く
し

田だ

川
と
祓は

ら
い

川
が
流
れ
る
伊
勢
平
野

で
、
斎
王
宮
跡
の
あ
る
明
和
町
を
め
ぐ

る
コ
ー
ス
。
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

に
捧
げ
る
麻
布

を
織
る
神か

ん

麻お

続み

機は
た

殿ど
の

神
社
を
訪
れ
、
続

い
て
同
じ
く
絹
布
を
織
る
神か

ん

服は
と
り織
機は

た

殿ど
の

神
社
へ
。
斎
王
宮
跡
は
ゴ
ー
ル
間
近
に

あ
る
。

　

和に
ぎ

妙た
え

、
荒あ

ら

妙た
え

の
神
御
衣
を
神
様
に
奉

る
神
様
の
衣
替
え
・
神
御
衣
祭
が
、
春

と
秋
の
年
二
回
、
五
月
十
四
日
と
十
月

十
四
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
っ

て
、
松
阪
市
東
部
の
神
麻
続
機
殿
神
社

と
神
服
織
機
殿
神
社
で
は
一
日
に
奉
織

始
祭
が
行
わ
れ
、
奉
織
の
無
事
を
祈
っ

た
あ
と
、
地
元
の
人
々
に
よ
り
、
四
〜

五
日
か
け
て
絹
と
麻
が
織
ら
れ
る
。
こ

の
辺
り
は
、
紡
績
に
優
れ
た
一
団
が
大

陸
か
ら
移
り
住
み
、
伊
勢
神
宮
の
衣
縫

を
担
っ
た
服は

と
り部

神か
ん

部べ

と
し
て
織
物
の
歴

史
を
重
ね
て
き
た
地
域
だ
。

　

ま
ず
は
漕こ

い

代し
ろ

駅
を
出
て
、
神
麻
続
機

殿
神
社
を
目
指
す
。
堀ほ

っ

坂さ
か

山
を
左
手
に
、

櫛
田
川
に
並
行
す
る
農
道
を
二
㌔
ほ
ど

歩
く
と
、
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
見
え

る
。
須す

賀が

神
社
の
奥
に
神
麻
続
機
殿
神

社
が
あ
る
。
神
御
衣
祭
に
お
供
え
す
る

麻
布（
荒
妙
）を
手
織
り
す
る
所
管
社
で
、

地
元
で
は
上か

み

機は
た

殿で
ん

、
上か

み

館た
ち

さ
ん
と
親
し

み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
。
お
社
の
隣
に

茅
葺
き
の
御
機
殿
「
八や

尋ひ
ろ

殿ど
の

」
が
建
ち
、

年
に
二
回
、
機
織
り
の
音
が
響
く
。
境

内
の
末
社
八
社
に
も
お
参
り
を
す
ま
せ
、

次
へ
向
か
う
。

　

北
へ
と
進
み
、
六
根
町
の
集
落
か
ら

大
通
り
を
横
切
り
、
水
田
を
曲
が
り
、

道
に
注
意
し
な
が
ら
民
家
を
通
り
抜
け
、

お
よ
そ
一
時
間
で
神
服
織
機
殿
神
社
に

到
着
。
上
機
殿
と
同
様
の
つ
く
り
だ
が
、

こ
ち
ら
で
は
絹
布（
和
妙
）を
手
織
り
し

て
い
る
。

　

再
び
来
た
道
を
戻
り
、
斎
王
宮
跡
へ
。

出
土
品
や
、
斎
王
の
生
活
・
祭
祀
な
ど

を
紹
介
す
る
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
」
を

目
指
す
。
斎
王
と
は
、
大お

お

御み

神か
み

の
御み

杖つ
え

代し
ろ

と
し
て
伊
勢
に
遣
わ
さ
れ
た
天
皇
の

皇
女
。
こ
の
制
度
は
約
六
百
六
十
年
間

続
い
た
。
斎
宮
駅
近
く
の
「
い
つ
き
の

み
や
歴
史
体
験
館
」
で
は
、
十
二
単
や

直
衣
な
ど
王
朝
貴
族
の
装
束
を
試
着
し

た
り
、
蹴け

鞠ま
り

、
貝
合
わ
せ
な
ど
古
代
の

遊
び
が
体
験
で
き
る
。

　

六
月
に
は
毎
年
斎
王
祭
り
（
今
年
二 

十
九
回
目
）が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
の

王
朝
絵
巻
が
再
現
さ
れ
る
。

❶
神
麻
続
機
殿
神
社

か
ん
お
み
は
た
ど
の
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
所
管
社
】

❷
〜
❾
神
麻
続
機
殿
神
社
末
社
八
所

か
ん
お
み
は
た
ど
の
じ
ん
じ
ゃ
ま
っ
し
ゃ
は
っ
し
ょ【
内
宮
所
管
社
】

祭
神
は
神
御
衣
祭
に
供
進
さ
れ
る
荒
妙
を
奉

職
す
る
御
機
殿
の
鎮
守
の
神
、
神
麻
続
機
殿

鎮
守
神
。
社
地
に
は
小
社
殿
な
が
ら
、
所
管

社
の
神
麻
続
機
殿
神
社
末
社
八
所
が
あ
り
、

神
麻
続
機
殿
鎮
守
御
前
神
が
鎮
座
す
る
。

❿
神
服
織
機
殿
神
社

か
ん
は
と
り
は
た
ど
の
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
所
管
社
】

⓫
〜
⓲
神
服
織
機
殿
神
社
末
社
八
所

か
ん
は
と
り
は
た
ど
の
じ
ん
じ
ゃ
ま
っ
し
ゃ
は
っ
し
ょ【
内
宮
所
管
社
】

神
御
衣
祭
に
供
進
さ
れ
る
和
妙
を
奉
職
す
る

御
機
殿
の
鎮
守
の
神
、
神
服
織
機
殿
鎮
守
神

が
祭
神
。
神
服
織
機
殿
神
社
末
社
八
所
の
祭

神
は
神
服
織
機
殿
鎮
守
御
前
神
。
下
機
殿
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

御垣内に鎮まる所管社。

緑の森が茂る神麻続機殿神社。 斎王を学ぶ斎宮歴史博物館。

神麻続機殿神社の奉織始祭。

八尋殿に籠り、奉織につく地元の織子たち。

おかげの国めぐりにおすすめ！
「おかげの国」をめぐるには
『お伊勢さん125社めぐり』
を。歩きに便利なＭＡＰや周
辺の休憩処・土産物、伊勢
神宮の知識など、旅に役立
つ情報がもりだくさん。
●三重県内の主要書店、観
光施設ほかで発売中！ 
定価1260円
u伊勢文化舎　
☎0596‐23‐5166

　
お
は
ら
い
町
の
入
り
口
の
地
下

道
「
内
宮
お
か
げ
参
道
」
の
陶
板

屏
風
を
も
う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
？

　
京
都
か
ら
伊
勢
・
二
見
ま
で
五

日
間
の
旅
。
原
画
は
「
現
代
の

浮
世
絵
師
」
と
い
わ
れ
た
門
脇

俊
一
さ
ん
。
こ
れ
を
描
い
た
昭
和

四
十
八
年
、
画
伯
は
還
暦
。
そ
こ

で
こ
れ
ま
で
元
気
に
生
か
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
お
礼
を
込
め
て
楽
し

み
な
が
ら
大
作
に
い
ど
み
ま
し
た
。

　
自
分
が
こ
れ
ほ
ど
楽
し
く
描
い

た
の
だ
か
ら
誰
も
が
楽
し
く
見
て

く
れ
る
は
ず
。
さ
ら
に
後
世
の
人

に
高
齢
者
で
も
こ
ん
な
仕
事
が
で

き
る
と
挑
戦
す
る
気
持
ち
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
三
か
月
で
仕
上
げ

ま
し
た
。
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。
気
力
で
す
。

　
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
ま
す
。

「
あ
そ
こ
に
犬
が
い
る
、猫
も
い
る
。

こ
こ
に
も
犬
が
い
る
よ
」

　
い
っ
た
い
何
匹
い
る
の
で
し
ょ

う
？
描
か
れ
た
人
物
は
一
万
人
以

上
。
私
は
犬
を
数
え
て
み
ま
し
た
。

四
十
七
匹
が
数
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
門
脇
さ
ん
は
犬
が
お
好
き
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
お
か
げ
参
り

に
は
犬
が
つ
き
も
の
で
し
た
。

　
有
名
な
の
は
百
八
十
年
前
の

『
御
蔭
参
り
文
政
神
異
記
』
に
あ

る
阿
波
・
徳
島
の
「
お
さ
ん
」
と

い
う
犬
。
長
い
道
中
を
頼
み
状
を

つ
け
て
は
る
ば
る
と
参
宮
。
京
都

の
飼
い
犬
も
道
中
で
握
り
飯
な
ど

も
ら
っ
て
両
宮
の
お
ふ
だ
を
背
に

つ
け
て
無
事
帰
る
。
こ
う
し
た
話

が
広
く
伝
わ
り
「
犬
ま
で
お
参
り

す
る
、ま
し
て
人
間
な
ら
誰
も
が
」

と
お
か
げ
参
り
が
は
じ
ま
っ
た
の

で
す
。

　「
生し

ょ
う

類る
い

憐あ
わ
れ

れ
み
の
令
」
で
お
犬

さ
ん
が
大
事
に
さ
れ
て
い
た
時
代
。

な
ん
だ
か
現
代
に
通
じ
ま
せ
ん
か
。

近
年
は
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
。
お
か
げ

横
丁
で
も
珍
し
い
犬
を
た
く
さ
ん

見
か
け
ま
す
。
で
も
本
来
は
犬
を

連
れ
て
の
参
拝
は
禁
止
。
抱
か
れ

て
こ
っ
そ
り
歯
止
め
が
き
か
な
い

現
状
で
す
が
、
ど
う
か
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

主人に代わって伊勢に参ったといわれている「おかげ犬」。

おかげ参道入口。参道は両壁面に屏風絵が連なる。

犬
も
参
っ
た

お
伊
勢
さ
ん

屏
風
で
た
ど
る
伊
勢
参
り

お
か
げ
参
道
の

2

文
・
矢
野
憲一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
十
鈴
塾

塾
長
。
四
十
年
間
神
宮

に
奉
職
し
た
元
神
宮
禰

宜
。
神
宮
司
庁
文
化
部

長
、
徴
古
館
農
業
館
館

長
な
ど
を
歴
任
。
著
書

に
『
伊
勢
神
宮
の
衣
食

住
』、『
鮫
』、『
ア
ワ
ビ
』、

『
枕
』、『
楠
』な
ど
多
数
。



　
12平成23年4月1日発行

1
日
㊎
〜
10
日
㊐
春
ま
つ
り

宮
川
堤
約
１
㌔
に
わ
た
り
千
本
の
桜
並
木
が
続
き
、

屋
台
が
並
ぶ
。

q
伊
勢
市
、
宮
川
堤
公
園
　
u
伊
勢
市
観
光
協
会

a
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

3
日
㊐
松
下
弓
祭

〝
鬼
〟
の
字
が
書
か
れ
た
的
に
矢
を
放
ち
、
地
区

の
安
全
を
祈
願
す
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
松
下
地
区

u
伊
勢
市
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課

a
０
５
９
６
・
４
２
・
１
１
１
１

3
日
㊐
鍬く

わ

形が
た

祭

農
耕
始
め
の
神
事
。
田
お
こ
し
か
ら
田
植
え
ま
で

一
連
の
農
耕
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。

q
鳥
羽
市
、
九
鬼
岩
倉
神
社
　
u
九
鬼
岩
倉
神
社
　
総
代

a
０
５
９
９
・
２
５
・
８
５
２
９

9
日
㊏
～
10
日
㊐

鳥
羽
春
ま
つ
り

旧
鳥
羽
城
下
の
例
祭
。
か
が
り
火
の
も
と
で
仕
舞

や
能
、
狂
言
が
披
露
さ
れ
る
。

q
鳥
羽
市
、
大
山
祇
神
社
・
賀
多
神
社

u
賀
多
神
社
　
a
０
５
９
９
・
２
５
・
２
３
９
２

　
大
山
祇
神
社
　
a
０
５
９
９
・
２
５
・
５
６
８
８

19
日
㊋

月
夜
見
宮　

春
季
大
祭

月
夜
見
宮
奉
賛
会
に
よ
る
神
恩
感
謝
の
大
祭
。

q
伊
勢
市
、
月
夜
見
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

28
日
㊍
～
30
日
㊏
春
の
神
楽
祭

午
前
11
時
か
ら
内
宮
神
苑
の
特
設
舞
台
（
雨
天
時

は
参
集
殿
）で
神
宮
舞
楽
が
公
開
さ
れ
る
。
期
間

中
は
、
神
宮
茶
室
の
公
開
も
行
わ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
　
u
神
宮
司
庁 

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

5
日
㊍
倭
姫
宮 

春
の
例
大
祭

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
、
呈
茶
会
な
ど
が
あ
り
子
供

た
ち
に
鯉
の
ぼ
り
が
配
ら
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
倭
姫
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

5
日
㊍
御お

田み

祭た

神
田
の
豊
作
を
祈
る
祭
。
田
楽
に
合
わ
せ
た
田

植
え
の
後
、
豊
凶
を
占
う
団
扇
角
力
、
豊
年
踊

り
が
行
わ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社
　
u
猿
田
彦
神
社
　

a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４

5
日
㊍

夫
婦
岩
大
注し

連め

縄な
わ

張
神
事

夫
婦
岩
の
大
注
連
縄
を
張
り
替
え
る
神
事
。
二

見
太
鼓
や
木
遣
り
が
響
く
な
か
、
参
道
か
ら
手

送
り
で
大
注
連
縄
を
渡
す
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社
　

u
二
見
興
玉
神
社
　
a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

7
日
㊏
神
田
御
田
植
初

●
１
面
参
照

q
伊
勢
市
楠
部
町
、
神
宮
神
田
　
u
神
宮
司
庁 

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

7
日
㊏
石
神
さ
ん
春
祭
り

石
神
さ
ん
に
海
女
が
参
列
し
て
行
わ
れ
る
大
漁

祈
願
の
春
祭
り
。（
９
面
に
関
連
記
事
あ
り
）

q
鳥
羽
市
相
差
町
、
神
明
神
社
境
内

u
相
差
町
内
会
事
務
所
　
a
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

８
日
㊐
～
９
日
㊊

国
崎
・
相
差
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

め
ぐ
る
『
南
鳥
羽
コ
ー
ス
』

q
鳥
羽
市
、
国
崎
・
相
差
　
u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　

a
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

14
日
㊏
風か

ざ

日ひ
の

祈み

祭さ
い

１
２
５
社
の
神
々
に
御お
ん

蓑み
の

・
御お
ん

笠か
さ

・
御み

幣て

帛ぐ
ら

を

供
え
、
風
雨
の
災
害
な
く
、
五
穀
が
豊
か
に
稔

る
よ
う
祈
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
・
風
日
祈
宮
ほ
か

u
神
宮
司
庁
　
a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊏
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

皇
大
神
宮
正
宮
と
荒
祭
宮
に
、
和に
ぎ

妙た
え（

絹
）と
荒あ
ら

妙た
え（

麻
）の
夏
の
御
料
を
奉
る
。

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
・
荒
祭
宮
　
u
神
宮
司
庁
　

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊏
〜
15
日
㊐
春
の
伊
勢
楽
市

伊
勢
地
方
の
地
場
産
品
約
１
０
０
店
舗
が
並
ぶ

名
物
市
。

q
伊
勢
市
、
外
宮
周
辺
　
u
伊
勢
市
観
光
協
会

a
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

14
日
㊏
〜
22
日
㊐
風
の
市

風
日
祈
祭
に
合
わ
せ
、風
鈴
の
市
な
ど〝
風
〟
に

ま
つ
わ
る
催
し
を
行
う
。

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
　
u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

a
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

21
日
㊏
藻
刈
神
事

払
具
「
無む

垢く

塩し
お

草く
さ

」
を
夫
婦
岩
の
沖
合
に
鎮
ま

る
興お
き

玉た
ま

神し
ん

石せ
き

か
ら
採
取
す
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

1
日
㊌
～
7
月
9
日
㊏

高
柳
の
夜
店

大
正
時
代
か
ら
続
く
、
伊
勢
の
夏
の
風
物
詩
。

１
・
６
・
３
・
８
の
つ
く
日
と
毎
土
曜
日
に
開
催
。

７
月
９
日（
土
）ま
で
。

q
伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街
　

u
高
柳
商
店
街
振
興
組
合
事
務
所

a
０
５
９
６
・
２
８
・
１
１
０
１

3
日
㊎
～
5
日
㊐

夏
ま
ち
ま
つ
り

屋
台
や
大
道
芸
で
に
ぎ
わ
う
一
足
早
い
夏
祭
り
。

ゆ
か
た
の
無
料
着
付
け
も
あ
る
。

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
　
u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

a
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

4
日
㊏
伊
勢
え
び
祭

伊
勢
え
び
み
こ
し
や
踊
り
の
披
露
、
伊
勢
え
び

長
寿
汁
の
ふ
る
ま
い
が
人
気
。
伊
勢
志
摩
の
う

ま
い
も
ん
市
も
開
催
。

q
志
摩
市
浜
島
町
、
大
矢
浜
海
岸
周
辺
一
帯

u
伊
勢
え
び
祭
保
存
会
　
a
０
５
９
９
・
５
３
・
３
３
３
０

4
日
㊏
～
5
日
㊐
斎さ

い

王お
う

ま
つ
り

京
か
ら
伊
勢
へ
の
斎
王
の
旅
路
を
再
現
し
た
斎

王
群
行
が
見
ど
こ
ろ
。

q
明
和
町
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
　
u
実
行
委
員
会

a
０
５
９
６
・
５
２
・
０
０
５
４

15
日
㊌
～
25
日
㊏
月つ

き

次な
み

祭さ
い

暦
を
２
分
す
る
６
月
・
12
月
に
皇
室
と
国
民
の

栄
え
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
大
祭
。

q
伊
勢
市
、伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
ほ
か
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

16
日
㊍
龍
宮
社
例
祭（
郷ご

う

中ち
ゅ
う

施せ

）

二
見
興
玉
神
社
の
境
内
に
あ
る
龍
宮
社
の
例
祭
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
龍
宮
社
　
u
二
見
興
玉
神
社

a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

22
日
㊌
夏
至
祭

夏
至
の
日
の
出
と
と
も
に
夫
婦
岩
前
で
禊
を
行

う
。（
10
面
に
関
連
記
事
あ
り
）

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社
　
u
二
見
興
玉
神
社

a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

22
日
㊌
赤
崎
祭

別
名
「
ゆ
か
た
祭
り
」。
神
社
へ
続
く
路
地
に

１
０
０
軒
以
上
の
露
店
が
並
び
、
神
社
で
厄
除

け
の
杉
の
枝
が
授
与
さ
れ
る
。

q
鳥
羽
市
、
赤
崎
神
社
　
u
鳥
羽
市
観
光
協
会

a
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

24
日
㊎
桜
木
地
蔵
大
祭

無
病
息
災
の
祈
祷
、
幸
矢
の
授
与
が
あ
り
、
夜

に
は
盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
。

q
伊
勢
市
、
桜
木
地
蔵
　
u
世
話
人
・
高
橋
さ
ん
方

a
０
５
９
６
・
２
４
・
４
８
０
３

24
日
㊎
伊い

雑ざ
わ
の

宮み
や

御
田
植
式

３
大
御
田
植
え
祭
り
の
１
つ
。
田
の
中
で
大
竹

を
奪
い
合
う
勇
壮
な
行
事
の
後
、
早
乙
女
ら
に

よ
る
御
田
植
が
あ
る
。

q
志
摩
市
磯
部
町
、
伊
雑
宮
　
u
神
宮
司
庁

a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

27
日
㊊
～
29
日
㊌
朝
熊
岳
開
山
忌

中
興
の
祖
・
仏
地
禅
師
の
命
日
に
ち
な
み
神
仏

の
供
養
、
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
る
。
伊
勢
志
摩
一

円
か
ら
参
詣
者
が
あ
る
。

q
伊
勢
市
、
金
剛
證
寺
　
u
金
剛
證
寺

a
０
５
９
６
・
２
２
・
１
７
１
０

30
日
㊍
神こ

う

前ざ
き

普ぶ

請し
ん

神
前
岬
の
先
端
に
あ
る
洞
門
に
地
元
民
が
綯
っ

た
し
め
縄
を
か
け
替
え
、
地
区
の
安
全
を
祈
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
松
下
地
区

u
伊
勢
市
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課

a
０
５
９
６
・
４
２
・
１
１
１
１

30
日
㊍
夏
越
の
大
祓

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社 

　
a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

1
日
㊎
御み

か

潜づ
き

神
事

●
６
面
参
照

q
鳥
羽
市
国
崎
町
、
前
の
浜
・
御
料
鰒
調
製
所

u
国
崎
町
町
内
会
　
a
０
５
９
９
・
３
３
・
７
４
２
８

1
日
㊎
潮
か
け
祭

７
５
０
年
以
上
続
く
奇
祭
。
海
女
、
漁
師
、
見

物
人
が
一
体
と
な
り
潮
を
か
け
あ
う
。

q
志
摩
市
志
摩
町
、
和
具
漁
港
～
大
島

u
潮
か
け
祭
り
奉
賛
会

a
０
５
９
９
・
８
５
・
６
５
５
１

7
日
㊍
柴さ

い

燈と
う

大
護
摩

日
本
３
大
護
摩
の
１
つ
。
7
時
か
ら
19
時
半
ま

で
の
間
、
7
回
護
摩
を
た
く
。

q
伊
勢
市
、
世
義
寺
　
u
世
義
寺

a
０
５
９
６
・
２
８
・
５
３
７
２

9
日
㊏
棒
ね
り

灯
明
の
中
、
歌
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
飾
り
棒
を

回
し
な
が
ら
神
社
へ
練
り
込
む
。

q
鳥
羽
市
、
坂
手
島
・
若
宮
神
社

u
棒
ね
り
奉
賛
会
　
a
０
５
９
９
・
２
５
・
７
１
０
７

11
日
㊊
し
ろ
ん
ご
祭

白
い
磯
着
姿
の
海
女
が
い
っ
せ
い
に
海
に

潜
り
、
ア
ワ
ビ
採
り
を
競
う
祭
。

q
鳥
羽
市
、
菅
島
・
し
ろ
ん
ご
浜
　
u
菅
島
旅
館
組
合

a
０
５
９
９
・
３
４
・
２
２
３
１

14
日
㊍
二
見
大
祭　
し
め
な
わ
曳

夫
婦
岩
の
大
注
連
縄
を
奉
曳
車
に
乗
せ
、
二
見

興
玉
神
社
に
奉
納
す
る
。
木
遣
り
唄
な
ど
を
披

露
し
旅
館
街
を
練
り
歩
く
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
Ｊ
Ｒ
二
見
浦
駅
～
夫
婦
岩
表
参
道
～

二
見
興
玉
神
社
　
u
茶
屋
区
事
務
所

a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
３
６
３

14
日
㊍
相お

う

差さ
つ

天
王
く
じ
ら
祭

大
小
の
親
子
の
鯨
み
こ
し
が
町
中
を
練
り
歩
く
。

q
鳥
羽
市
相
差
町
内
　
u
相
差
町
内
会
事
務
所

a
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

17
日
㊐
河
崎
天
王
祭

み
こ
し
や
河
崎
音
頭
の
ほ
か
、
夜
店
が
並
び
地

元
民
で
に
ぎ
わ
う
。
幻
想
的
な
水
中
金
魚
花
火

は
必
見
。

q
伊
勢
市
、
河
崎
一
帯
　
u
伊
勢
河
崎
商
人
館

a
０
５
９
６
・
２
２
・
４
８
１
０

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

〜
神
宮
の
森
〜

第
62
回
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
神
宮
の
森
の
知
ら

れ
ざ
る
自
然
の
美
し
さ
・
奥
深
さ
に
迫
る
写
真

展
。
入
場
無
料
。

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

●�

デ
ー
タ
は
3
月
22
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は

主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

桜　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

【
伊
勢
市
】
宮
川
堤
、
五
十
鈴
川
、
音
無
山
な
ど

つ
つ
じ　
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

【
伊
勢
市
】
松
尾
観
音
寺（
昇
竜
つ
つ
じ
）、磯
神
社
、

朝
熊
山
上
広
苑
な
ど

●
５
月
３
日（
火
）～
15
日（
日
）ま
で
朝
熊
山
上
広

苑
に
て
第
21
回
朝
熊
山
つ
つ
じ
祭
を
開
催
。

u
三
重
県
観
光
開
発
a
０
５
９
・２
２
６
・６
７
５
２

藤　
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

【
伊
勢
市
】
太
江
寺

●
４
月
23
日（
土
）～
５
月
8
日（
日
）頃
ま
で
藤
ま

つ
り
を
開
催
。

u
太
江
寺　
a
０
５
９
６
・４
３
・２
２
８
３

バ
ラ　
５
月
中
旬

【
伊
勢
市
】
神
宮
ば
ら
園（
神
宮
会
館
）

花
菖
蒲　
６
月
初
旬
～
６
月
中
旬

【
伊
勢
市
】
二
見
し
ょ
う
ぶ
ロ
マ
ン
の
森

あ
じ
さ
い　
５
月
下
旬
～
６
月
下
旬

【
志
摩
市
大
王
町
】
大
慈
寺

●
６
月
４
日（
土
）～
５
日（
日
）に
あ
じ
さ
い
祭
り

を
開
催
。

u
大
慈
寺
a
０
５
９
９
・７
２・０
０
８
９

睡
蓮　
６
月
下
旬
～
８
月
下
旬

【
伊
勢
市
】
金
剛
證
寺

神
宮
ば
ら
園
の
「
プ
リ
ン
セ
ス
・
ハ
ナ
コ
」

常
陸
宮
妃
華
子
様
の
名
を
冠
し
た
新
種
の
バ
ラ
。

丸
み
を
帯
び
た
サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
色
、
房
咲
き

の
中
輪
で
、

淡
い
香
り
と

気
品
を
漂
わ

せ
る
。
神
宮

ば
ら
園
で
は
、

こ
の
ほ
か
、

ミ
チ
コ
、
マ

サ
コ
、
ア
イ

コ
な
ど
、
皇

女
の
お
名
前

を
冠
し
た
十

種
類
の
花
を

鑑
賞
で
き
る
。

4
月

5
月

6
月

7
月

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

お
田
植
え
が
始
ま
る
こ
ろ
、
磯
で
は
海

女
漁
が
口
明
け
を
迎
え
、
ア
ワ
ビ
漁
が
秋

ま
で
続
き
ま
す
。
一
方
、
伊
勢
市
の
面
積

の
三
分
の
一
を
占
め
る
神
宮
林
で
は
杣
人

た
ち
が
百
年
、
二
百
年
の
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
歳
月
を
見
据
え
て
も
く
も
く
と
木

を
育
て
る
厳
し
い
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し

た
。
遷
宮
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
民
族
の
祭
典
で
も
あ
る
の

で
す
。
春
か
ら
初
夏
の
伊
勢
志
摩
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。発

行
人　
　

中
村　

賢
一

　
　
　
（
伊
勢
文
化
舎　
代
表
）

伊

勢

か

ら

の

便

り

斎王まつり。

赤崎祭。

春の神楽祭。

い

せ

び

と

歳

時

記

花
だ
よ
り

コ
ラ
ム
伊
勢
志
摩
の
花


